	単位操作-106
	凝縮器・冷却器の切替え
	作成
	

	
	
	
	

	
  Ａ → Ｂの切替え
	ポイント

	
	 ・ 本操作は、スタンバイ状態にある冷却器への切替えについて記す。開放後のオンラインについては、単－408 による。
　・　流量管理機器の場合は流速確認を行う。

(2)
1． スタンバイ状態では、出口バルブが開いているのが正常。

2． スタンバイ側の冷却器、配管内部に水等が滞留し、下流に悪影響を及ぼす場合は、ドレンアウトすること。
(3)(4)(5) 切替え操作中、被冷却流体の冷却器出口温度をできるだけ（特に凝縮器の場合）変化させない。
(8) 凍結の恐れがある時は、凍結防止対策を講ずる。

	
冷却器ＡよりＢへの切替え
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終了






























































④





③





②





①





Ｂ





Ａ





Ａの冷却水を止める





(8)





Ｂの洩れがないことを確認する





(7)





切り替ったことを確認する





(6)





①バルブを全閉にする





(5)





③バルブを全開にする





④バルブが開いていることを確認する





Ｂの冷却水を通す





③バルブを少し開け、流れたことを確認する
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